
 

財 関 第 ４ ２ ６ 号 

平成 17 年３月 31 日 

 

 

（各）税関長  殿 

沖縄地区税関長 殿 

  

      

 

                財務省関税局長 木村 幸俊 

 

 

 

薬事法に係る動物用医薬品の通関の際における取扱いについて 

 

 

 

 標記のことについて、別添のとおり、農林水産消費・安全局長から依頼があったの

で、平成 17 年４月１日からこれにより実施されたい。 

なお、この通達の制定に伴い「薬事法に係る動物用医薬品等の通関の際における取

扱い等について」（平成 13 年３月 29 日財関第 272 号）は廃止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                   １６消安第１１１０３号             

平成１７年３月３１日 

 

 

 財務省関税局長 殿 

 

 

                                     農林水産省消費・安全局長 

 

 

動物用医薬品の輸入監視について 

 

 動物用医薬品（専ら動物のために使用されることが目的とされている医薬品をい

う。）の輸入監視につきましては、これまで貴職の協力を得て実効を上げてきたとこ

ろでありますが、薬事法及び採血及び供血あつせん業取締法の一部を改正する法律

（平成 14 年法律第 96 号）第２条により改正された薬事法（昭和 35 年法律第 145 号。

以下、改正前の同法を「旧法」、また、改正後の同法を「新法」という。）が平成

17 年４月１日から施行されることに伴い、今後の税関当局における動物用医薬品等

の輸入に係る薬事法上の取扱いについては別紙によることとしたので特段の御配慮

をお願いします。 

 また、動物用医薬品の輸入の際における確認の範囲等につき疑義等がある場合に

は、農林水産省消費・安全局衛生管理課薬事・飼料安全室あて問い合わせ願います。   

 なお、「動物用医薬品等の輸入監視について」（平成 13 年３月 26 日付け 12 生畜

第 962 号農林水産省生産局長通知）については廃止します。 

 






























